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活動報告

参議院議員

祝当選祝当選

　このたびの参議院選挙におきまして、187,740票という貴重な票を積み上げていただき、2期目の当選を果たすこ
とができました。
　1期目の6年間ずっと取り組んできた「食料安全保障の強化」に向け、大きく農政を変えるチャンスを迎えるなか、
農家・JAがいまの厳しい状況を打破する一票を私に託してほしいという思いを徹底的に訴えさせていただきました。
　私は、いま、ご支援いただいた皆さまへの感謝と責任感で満たされています。2期目は、今まで以上に大きな仕
事を全力で取り組んでまいります。
　まずは、この選挙期間中も悲痛な声を多くいただいた肥料・飼料などの生産資材の価格高騰対策に取り組み、
離農者が出ることがないような手厚い支援対策の確保にすぐに取り組んでまいります。

　肥料価格高騰対策については、参院選後すぐに農林部会が開催される等議論が本格化しました。私は、全国
各地でお聞かせいただいた生産現場の危機的な状況を十分ふまえた対策の必要性、すべての農家が公平に速や
かに支援を受けられること、申請等の事務手続きの簡略化等を農林幹部の先生方や部会の場で強く訴えました。
その結果、本年秋肥（6月以降の購入分から対象）および来年春肥分において、今後2年間で化学肥料低減に取
り組む農家に対して、当年の肥料の伝票をもって、一定の計算式により前年からの肥料コストの増加分を算出し、
その7割を補填する仕組みを創設することができました。
　飼料高騰対策についても、8月早 に々議論をスタートすることになっております。

【「農家の声を国政に!」さらに進化】

肥料価格高騰対策を決定

　目下の生産資材高騰対策を図ったうえで、今回の選挙において、私が最も強く訴えた『農家が再生産できる価
格形成の仕組みづくり』に取り組みます。今秋から食料・農業・農村基本法の見直しなど、大きな政策転換に取
り組むことになります。基本法は、自国での生産に重きを置いたものにしなければならないと考えています。国民の
理解を十分得て、再生産が可能となる農家の手取りを確保し、農家が増えるような持続可能な農業を実現し、
我が国の将来を担う子供たちを含め、国民の皆さまへの食料安定供給を実現していきます。
　皆さまから私に託していただいた大きな力を背負って、これから6年間、「藤木がいてくれてよかった」と思ってい
ただけるように、「農家の声を国政に!」の進化へ向けて、全身全霊で取り組んでまいります。

農家が再生産できる価格形成の仕組みづくりに尽力



国政報告のご依頼・ご要請など
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専業農家出身の唯一の議員として
  農家・農業の未来のため全力で頑張ります

【所属委員会（参議院）】
農林水産委員会（理事）　予算委員会
災害対策特別委員会　資源エネルギーに関する調査会

【これまでの主な役職】
農林水産大臣政務官
参議院自由民主党　副幹事長
自由民主党　中央政治大学院　副学院長
参議院自由民主党　国対副委員長
東日本大震災復興特別委員会　理事
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LINE公式アカウントに
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妻と二手に分かれて、全国を遊説させていただきました

全国の青年部・女性部の皆さまにも
ご支援いただきました
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　全国の遊説では青年部・女性部の皆さまにも多大なるご協
力を賜わりました。
　全国の青年部盟友の皆さまからいただいた寄せ書きの
ブロック旗のメッセージを1つ1つ読ませていただきました。盟
友の皆さまの努力が報われる農政、「あとを継ぎたい」と安心
して言える営農環境の実現に全力で取り組みます。

「食料安全保障」が骨太方針の柱に

　5月30日の予算委員会で質問に立ち、「食料安全保障」
1本に絞り、岸田総理に直接訴えさせていただきました。
　このことを受け、6月に閣議決定した骨太方針に「食料
安全保障の強化」が単独項目として、大きく位置づけるこ
とができました。
　今秋からの施策の具体化等の議論に向けて、数十年
先を見据えた政策の確立に徹底的に取り組みます。


